
 

 

会津若松市「公共施設マネジメント」 

令和元年度「未来デザインワークショップ」開催結果 

テーマ：地域と施設の未来をデザインしよう 

 

１.目的 

「公共施設再編プラン」の基本的な考えとなる地区ごとの「将来の理想の地域像」とその

実現に向け必要な「活動」及び「活動拠点としての公共施設の活用のあり方（方向性）」につ

いてワークショップを通して、地域ごと、世代ごとに市民の皆様の考えをお聞きし、「公共施

設再編プラン」の策定につなげていく。 

 

 ２.対象者 

    中学生以上の市民（市内に通勤・通学している人を含む） 

 

３.内容 

（1）地域の課題、資源の洗い出し・整理 

・地域の課題、資源を考える。 

（2）将来の理想の地域の姿（地域課題解決後の姿）の可視化 

  ・地域の良い未来とよくない未来を考える。 

  ・地域の良い未来にするためのアイデアを考える。 

（3）理想の地域像の実現に必要な活動と地域の拠点（憩いの場）としての公共施設の活用案の

提案。 

・理想の地域像の実現に向け地域、行政、民間ができることを考える。 

※ワークショップ（２～３回）は共通の内容のため、複数地区を合同で開催し、全市的な取

組としての一体感や地域間の住民同士の交流等を促進。 

※前橋工科大学、コード・フォー・ジャパン、市民ファシリテーターの支援を受ける。 

※平成 30年度には、同様の内容を北会津・河東・湊地区において実施。 

 

４.周知方法 

（1）各種広報媒体 ホームページ・フェイスブック、マスコミ等 

（2）郵送等    公民館を通した各町内会への周知、区長、 

地域づくり組織（北会津・河東・湊・永和）、小中学校、ＰＴＡ 

市内保育施設、県立葵高等学校（葵ゼミ）、会津若松商工会議所、 

福島県建築士会会津支部、市政モニター等 

（3）チラシ配置  公民館やコミュニティセンターなどの公共施設等 

 

 

 

 

 



 

 

５.令和元年度の取組 

（1）ＷＳ等の開催概要 

回 月 日 内容 場 所 参加者数 
市民ファシ

リテーター 

１ 10 月 17 日（木） まちづくりセミナー 第二中学校 41 名 6 名 

２ 11 月 23 日（土） 北エリア第 1回 北公民館 11 名 3 名 

３ 11 月 24 日（日） 南エリア第 1回 南公民館 20 名 3 名 

４ 12 月 14 日（土） 北エリア第 2回 一箕公民館 11 名 2 名 

５ 12 月 15 日（日） 南エリア第 2回 南公民館 17 名 4 名 

６ １月 11 日（土） 中央・東エリア第 1回 
生涯学習総

合センター 
31 名 2 名 

７ １月 25 日（土） 中央・東エリア第 2回 〃 26 名 4 名 

８ ２月９日（日） 中央・東エリア第 3回 〃 24 名 5 名 

合 計 181 名 29 名 

 

  ※参考（北会津・河東・湊地区） 

回 月 日 内容 場 所 参加者数 
市民ファシ

リテーター 

１ 11 月 16 日（土） 河東地区第 1回 河東支所 15 名 3 名 

２ 12 月 21 日（土） 北会津地区第 1回 北会津支所 11 名 2 名 

３ 11 月 24 日（日） 河東地区第 2回 河東支所 16 名 3 名 

４ ２月５日（水） 湊地区第 1回 湊公民館 36 名 - 

合 計 78 名 8 名 

 

（2）北エリア、南エリア、中央・東エリア 

取組 場所・参加者数 主な内容 

※参考 

 

まちづくり

セミナー 

～考えよう公共施設のアカル

イミライ～ 

（10 月 17 日） 

＠第二中学校 はだしの広場 

 

参加者合計 41 名 

（ＷＳ：６グループ） 

●本市の取組の説明（市長） 

●講演「住民協働で進める公共施設マネジメント」 

  講師：前橋工科大学 堤洋樹 准教授 

●先進事例 

「施設活用の先進事例（北会津・河東・湊）」 

  発表：みんなと湊まちづくりネットワーク 

     鈴木 隆良 事務局長 

●意見交換 

「みんなで考える公共施設の明るい未来」 

まちや公共施設について、何もしない場合の未来、

施設を利活用するアイデアについて考える。 

※協力：コードフォージャパン 

市民ファシリテーター６名 



 

 

 

取組 場所・参加者数 主な内容 

北エリア 

（永和・神

指・一箕・

松 長 小 学

校区） 

第１回（11 月 23 日） 

＠北公民館 

 

参加者合計 11 名 

（ＷＳ：２グループ） 

●本市の取組の説明 

●10/17 まちづくりセミナーの振り返り 

●地域の課題、資源を考える。 

●地域の良い未来とよくない未来を考える。 

※協力：コードフォージャパン 

     市民ファシリテーター３名 

第２回（12 月 14 日） 

＠一箕公民館 

 

参加者合計 11 名 

（ＷＳ：２グループ） 

●地域の良い未来にするためのアイデアを考える。 

●理想の地域像の実現に向け地域、行政、民間がで

きることを考える。 

※協力：コードフォージャパン 

市民ファシリテーター２名 

 

取組 場所・参加者数 主な内容 

南エリア 

（門田・小

金井・城南 

・大戸小学

校区） 

第１回（11 月 24 日） 

＠南公民館 

 

参加者合計 20 名 

（ＷＳ：３グループ） 

●本市の取組の説明 

●10/17 まちづくりセミナーの振り返り 

●地域の課題、資源を考える。 

●地域の良い未来とよくない未来を考える。 

※協力：コードフォージャパン 

     市民ファシリテーター３名 

第２回（12 月 15 日） 

＠南公民館 

 

参加者合計 17 名 

（ＷＳ：３グループ） 

●地域の良い未来にするためのアイデアを考える。 

●理想の地域像の実現に向け地域、行政、民間がで

きることを考える。 

※協力：コードフォージャパン 

    長岡造形大学 

市民ファシリテーター４名  

 

取組 場所・参加者数 主な内容 

中央・東エ

リア 

 

（鶴城・謹

教・城北・

日 新 ・ 城

西・東山小

学校区） 

第１回（1月 11 日） 

＠生涯学習総合センター 

 

参加者合計 31 名 

（ＷＳ：６グループ） 

●本市の取組の説明 

●10/17 まちづくりセミナーの振り返り 

●地域の課題、資源を考える。 

※協力：前橋工科大学 

コードフォージャパン 

     市民ファシリテーター２名 

第２回（1月 25 日） 

＠生涯学習総合センター 

●地域の良い未来とよくない未来を考える。 

●地域の良い未来にするためのアイデアを考え



 

 

取組 場所・参加者数 主な内容 

 

参加者合計 26 名 

（ＷＳ：６グループ） 

る。 

※協力：前橋工科大学 

コードフォージャパン 

    長岡造形大学 

市民ファシリテーター４名  

第３回（2月 9日） 

＠生涯学習総合センター 

 

参加者合計 24 名 

（ＷＳ：６グループ） 

●理想の地域像の実現に向け地域、行政、民間が

できることを考える。 

※協力：前橋工科大学 

コードフォージャパン 

    長岡造形大学 

市民ファシリテーター５名  

 

（3）北会津・河東・湊地区 ※参考 

取組 場所・参加者数 主な内容 

北会津地区 

第１回（12 月 21 日） 

＠北会津支所 ピカリンホール 

 

参加者合計 11 名 

（ＷＳ：２グループ） 

●施設の活用案を考える。 

●活用案の実現に向け、地域、行政、民間がで

きることを考える。 

 ※主催：北会津地域づくり委員会 

※協力：市民ファシリテーター２名 

河 東 地 区 

（河東地域

公 共施 設

の 未来 を

考える会） 

第１回（11 月 16 日） 

＠河東支所 大会議室 

 

参加者合計 15 名 

（ＷＳ：３グループ） 

●公共施設の現状と課題の共有。 

●公共施設の見学（河東支所、河東公民館、河

東学園センター、河東農村環境改善センター） 

●施設の課題や改善点、活用アイデアを考え

る。 

 ※主催：河東地域づくり委員会 

※協力：市民ファシリテーター３名 

第２回（12 月 21 日） 

＠河東支所 大会議室 

参加者合計 16 名 

（ＷＳ：３グループ） 

●施設の活用案を考える。 

●活用案の実現に向け、地域、行政、民間がで

きることを考える。 

 ※主催：河東地域づくり委員会 

※協力：市民ファシリテーター３名 

湊地区 

第１回（2月 5日） 

＠湊公民館 

参加者合計 36 名 

（ＷＳ：６グループ） 

●施設の活用案を考える。 

●活用案の実現に向け、地域、行政、民間がで

きることを考える。 

 ※主催：みんなと湊まちづくりネットワーク 

 



 

 

６.成果 

 

ワークショップにおいては、公共施設の利活用はもとより、地域の資源や資産を活用す

るアイデアや、商店街や空き家など身近にある空きスペースや建物などを活用し、子ども

の遊び場やコミュニティ活動の場所、さらには、地域の活性化やまちづくりにつなげてい

くアイデアが多く出ていた。 

 

 

 

① 住民自らが、将来の地域のあり方や理想の地域を実現するためのアイデアなどを考えるこ

とにより、これまでの施設を利用する立場から、行政とともに地域にある施設のあり方や

活用を考えるという当事者としての意識づくりや、公共施設の再編に向けての理解の増進

につなげることができた。 

 

② 複数地区を合同で開催したため、各地区に共通する課題の把握や地域の特色・特性を比較

することができ、地域の資源や施設、さらには地域の将来像について考えを深めることが

できた。 

 

７.課題 

(1) 若い世代からの意見聴取 

ワークショップでは、40代以下の子育て世代、学生など若い世代の参加が少なかったた

め、今後、成果報告会などの機会を通して、若い世代のアイデア・意見を収集していく。 

⇒住民基本台帳データからの無作為抽出や学校、企業、団体（青年会、サークルなど）

に協力を仰ぐなど、より有効な手法を検討する。 

(2) 「公共施設再編プラン」へのアイデア・意見の反映 

ワークショップで出された様々な公共施設の利活用のアイデアや意見などの成果をど

のように「公共施設再編プラン」へ反映させ、各施設の今後の利活用や再編などにつなげ

ていくのか整理・検討が必要。 

 

８.今後の取組 

(1) 成果報告会の実施 

令和元年度に実施した地区別ワークショップで出されたアイデアなどを共有する成果

報告会を令和 2年 5月 9日に開催する。 

(2) 公共施設再編プランの策定 

地区別ワークショップで出されたアイデアなどを踏まえ、令和 2年度中の策定に向けて

取組を進める 

(3) 公共施設の利活用を進める。（アイデアの実践を進める） 

 地区別ワークショップで出された公共施設の利活用のアイデアの実現に向け、可能なも

のから取組を進める。（北会津支所の３Ｆ会議室、河東学園センターの利活用など） 

 


